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1.  平成23年3月期第3四半期の業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 1,507 △20.7 △6 ― △5 ― △89 ―
22年3月期第3四半期 1,901 ― 160 ― 161 ― 116 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 △193.76 ―
22年3月期第3四半期 248.19 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 1,543 1,255 79.6 2,672.87
22年3月期 1,620 1,352 81.9 2,885.27

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  1,228百万円 22年3月期  1,326百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  有   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― ― ― 20.00 20.00
23年3月期 ― ― ―
23年3月期 

（予想）
0.00 0.00

3.  平成23年3月期の業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,960 △21.3 △32 △116.9 △32 △116.8 △124 △194.7 △269.69



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】Ｐ．４ 「２．その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 469,866株 22年3月期  469,866株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  10,083株 22年3月期  10,083株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 459,783株 22年3月期3Q 468,952株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に掲載されている業績予想に関する記述は、当社が本資料の発表日現在で入手可能な情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいて
おり、実際の業績等は、当社の事業を取り巻く市場動向等に関わる様々な要因により、記述されている業績予想とは異なる可能性があります。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期会計期間におけるわが国経済は、経済政策効果と一部企業の経済環境の改善により、景気は徐々

に回復基調に転じ始めているものの、厳しい雇用情勢と個人消費の低迷による先行き不透明感が拭えない状況に

あります。 

 このような環境下におきまして当社は、ひき続き基幹商品である「ジェルパック」「ナチュラルソープ」の拡

充と「Platinum Rich」の育成を念頭に置き、新規顧客層の拡大と既存顧客層の確保、この２つを軸に事業を進

めてまいりました。 

 まず、新規顧客層の拡大に関しましては、「ＢＥ ＡＣＱＵＡ」商品のインフォマーシャル・ラジオＣＭの放

送を再開し、健康食品にターゲットを絞った販路開拓を行いました。また、「ＮＡＮＯ ＡＣＱＵＡ」商品につ

いては、新インフォマーシャルを制作し放映することで、積極的な顧客獲得活動を進めてまいりました。しかし

ながら、新規顧客獲得数は計画値を大幅に下回り、売上高は軟調に推移する結果となりました。 

 次に、既存顧客層の確保に関しましては、社員に対する「ＦＡＶＯＲＩＮＡ ＣＲＥＤＯ」の浸透活動を通

し、カスタマーフレンドの応対技術の向上を図るとともに、「Platinum Rich」の４点セット販売を強化すべ

く、販促用プレゼントアイテムの充実・割引システムの改善等を行いましたが、収益全体を押上げるには至りま

せんでした。 

 なお、計画を下回る売上高に応じて人件費、媒体費・ＷＥＢ広告費等の削減を行い、当第３四半期会計期間の

営業利益、経常利益は確保したものの、当事業年度の業績推移に鑑み、繰延税金資産の追加取り崩しを行い、法

人税等調整額を32,643千円計上いたしました。 

 最後に補足といたしまして、当社は提携先を通じて「ＮＡＮＯ ＡＣＱＵＡ」商品を海外へ販売しております

が、平成23年３月期での業績に与える影響は軽微であります。 

 以上の結果、当第３四半期会計期間の業績は、売上高482,118千円（前年同四半期比20.8％減）、営業利益

8,027千円（前年同四半期比86.8％減）、経常利益8,126千円（前年同四半期比86.6％減）、四半期純損失24,960

千円（前年同四半期は四半期純利益57,782千円）となりました。 

（２）財政状態に関する定性的情報 

（資産） 

 当第３四半期会計期間末における資産の残高は1,543,352千円（前事業年度末1,620,075千円）、その内訳は

流動資産1,335,431千円、固定資産207,921千円となり、前事業年度末に比べ76,722千円減少いたしました。こ

の主な減少要因といたしまして、売掛金の減少15,643千円、繰延税金資産の減少71,613千円等によるものであ

ります。 

（負債） 

 当第３四半期会計期間末における負債の残高は288,008千円（前事業年度末267,076千円）となり、前事業年

度末に比べ20,932千円増加いたしました。これは主に買掛金の増加24,653千円等によるものであります。 

（純資産） 

 当第３四半期会計期間末における純資産の残高は1,255,343千円（前事業年度末1,352,999千円）となり、前

事業年度末に比べ97,655千円減少いたしました。これは主に四半期純損失として89,088千円を計上したことに

よります。 

１．当四半期の業績等に関する定性的情報



（キャッシュ・フローの状況） 

 当第３四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、第２四半期会計期間末に比

べ41,738千円減少し、937,059千円となりました。当第３四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況と

それらの要因は、次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果獲得した資金は、35,010千円（前年同四半期は118,709千円の獲得）となりました。これは主

に、税引前四半期純利益8,396千円の計上のほか、資金収入といたしまして、売上債権の減少19,012千円、たな

卸資産の減少9,297千円、仕入債務の増加9,611千円等によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用された資金は、73,909千円（前年同四半期は17,864千円の使用）となりました。これは主

として有形固定資産の取得による支出74,089千円等によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用された資金は、2,773千円（前年同四半期は19,234千円の使用）となりました。これは主

として長期借入金の返済による支出2,499千円等によるものであります。 

（３）業績予想に関する定性的情報 

 当第３四半期累計期間における業績の進捗を勘案し、業績予想の見直しを行った結果、平成22年11月５日に公

表いたしました通期業績予想を下記のとおり修正し、平成23年２月10日に開示いたしました。 

平成23年３月期通期の業績予想修正（平成22年４月１日～平成23年３月31日） （単位：百万円）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ）   2,176   41   41   0

今 回 発 表 予 想 （ Ｂ ）   1,960   △32   △32   △124

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ）   △216   △73   △73   △124

増 減 率 （ ％ ）   △9.9   －   －   －

(ご参考）平成22年３月期   2,489   189   190   131



（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著しい変化がないと認められるため、前事業年度末の貸倒実

績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

②棚卸資産の評価方法 

 当第３四半期会計期間末の棚卸高の算出については、実地棚卸を実施せず、第２四半期会計期間末の実地棚

卸高を基礎として、合理的な方法により算出する方法によっております。 

 また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積

り、簿価切下げを行う方法によっております。 

  

③固定資産の減価償却費の算定方法 

 固定資産に係る減価償却費のうち定率法により算定するものについては、当事業年度に係る減価償却費の額

を期間按分して算定しております。 

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及

び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

ております。 

 これにより、当第３四半期累計期間の営業損失、経常損失は4,168千円、税引前四半期純損失は5,557千円増

加しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は21,353千円であります。 

２．その他の情報



３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成22年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,036,410 1,113,444

受取手形及び売掛金 105,870 121,514

商品 180,434 178,887

その他 14,203 78,527

貸倒引当金 △1,488 △1,840

流動資産合計 1,335,431 1,490,532

固定資産   

有形固定資産 140,682 64,914

無形固定資産 9,646 11,401

投資その他の資産 57,591 53,227

固定資産合計 207,921 129,543

資産合計 1,543,352 1,620,075

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 40,132 15,479

短期借入金 － 5,000

1年内返済予定の長期借入金 9,996 9,996

未払法人税等 2,390 4,312

賞与引当金 － 9,050

返品調整引当金 2,917 3,355

その他 172,485 178,264

流動負債合計 227,922 225,456

固定負債   

長期借入金 31,674 39,171

資産除去債務 21,529 －

その他 6,883 2,448

固定負債合計 60,086 41,619

負債合計 288,008 267,076

純資産の部   

株主資本   

資本金 882,788 882,788

利益剰余金 374,155 472,439

自己株式 △28,628 △28,628

株主資本合計 1,228,316 1,326,600

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 627 －

評価・換算差額等合計 627 －

新株予約権 26,399 26,399

純資産合計 1,255,343 1,352,999

負債純資産合計 1,543,352 1,620,075



（２）四半期損益計算書 
（第３四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 1,901,251 1,507,420

売上原価 361,047 313,330

売上総利益 1,540,204 1,194,090

返品調整引当金戻入額 5,890 3,355

返品調整引当金繰入額 4,098 2,917

差引売上総利益 1,541,996 1,194,528

販売費及び一般管理費 1,381,302 1,201,056

営業利益又は営業損失（△） 160,694 △6,527

営業外収益   

受取利息 68 80

受取配当金 － 403

受取補償金 526 786

還付加算金 226 －

その他 207 144

営業外収益合計 1,028 1,414

営業外費用   

支払利息 207 716

支払手数料 204 －

その他 － 65

営業外費用合計 412 782

経常利益又は経常損失（△） 161,310 △5,895

特別利益   

貸倒引当金戻入額 815 －

償却債権取立益 11 －

新株予約権戻入益 1,076 －

特別利益合計 1,902 －

特別損失   

投資有価証券評価損 358 －

本社移転費用 12,937 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,389

特別損失合計 13,295 1,389

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） 149,916 △7,284

法人税、住民税及び事業税 2,000 2,000

法人税等調整額 31,527 79,803

法人税等合計 33,527 81,803

四半期純利益又は四半期純損失（△） 116,389 △89,088



（第３四半期会計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期会計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期会計期間 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 608,597 482,118

売上原価 115,524 99,764

売上総利益 493,072 382,353

返品調整引当金戻入額 4,464 3,444

返品調整引当金繰入額 4,098 2,917

差引売上総利益 493,438 382,880

販売費及び一般管理費 432,616 374,852

営業利益 60,822 8,027

営業外収益   

受取利息 0 0

受取配当金 － 300

受取補償金 203 48

その他 28 36

営業外収益合計 232 384

営業外費用   

支払利息 65 222

支払手数料 204 －

その他 － 63

営業外費用合計 270 286

経常利益 60,784 8,126

特別利益   

貸倒引当金戻入額 271 270

償却債権取立益 11 －

特別利益合計 282 270

特別損失   

本社移転費用 12,937 －

特別損失合計 12,937 －

税引前四半期純利益 48,129 8,396

法人税、住民税及び事業税 710 714

法人税等調整額 △10,363 32,643

法人税等合計 △9,652 33,357

四半期純利益又は四半期純損失（△） 57,782 △24,960



（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

149,916 △7,284

減価償却費 4,253 21,820

本社移転費用 12,937 －

投資有価証券評価損益（△は益） 358 －

新株予約権戻入益 △1,076 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,287 △351

返品調整引当金の増減額（△は減少） △1,792 △438

賞与引当金の増減額（△は減少） △5,255 △9,050

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 1,389

受取利息及び受取配当金 △68 △483

支払利息 207 716

為替差損益（△は益） － 65

売上債権の増減額（△は増加） 51,460 15,643

たな卸資産の増減額（△は増加） 53,625 △1,557

その他の資産の増減額（△は増加） △814 △6,535

仕入債務の増減額（△は減少） △29,221 24,653

その他の負債の増減額（△は減少） △3,817 4,161

その他 3,443 －

小計 232,870 42,748

利息及び配当金の受取額 68 680

利息の支払額 △211 △704

法人税等の還付額 15,413 25

法人税等の支払額 △2,910 △6,321

営業活動によるキャッシュ・フロー 245,229 36,428

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △20,770 △76,569

無形固定資産の取得による支出 △800 △8,900

投資有価証券の取得による支出 － △5,917

貸付けによる支出 △413 －

貸付金の回収による収入 638 538

差入保証金の差入による支出 △47,456 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △68,802 △90,847

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の返済による支出 － △5,000

長期借入金の返済による支出 － △7,497

自己株式の取得による支出 △18,996 －

配当金の支払額 － △8,649

リース債務の返済による支出 △703 △753

財務活動によるキャッシュ・フロー △19,699 △21,900

現金及び現金同等物に係る換算差額 － △65

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 156,728 △76,384

現金及び現金同等物の期首残高 938,788 1,013,444

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,095,516 937,059



該当事項はありません。 

該当事項はありません。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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